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【特集】
■	その知見は臨床を変える？　エキスパートが解説！ 
内科における最新論文

〈呼吸器〉
気管支喘息治療の最新トピック 

 丸毛　　聡 18（１）
COPD における最新のトピックス 

 清水　薫子 25（１）
過敏性肺炎に関する最新のトピックス 

 飯島　裕基 30（１）
慢性咳嗽に対する新薬の使いこなし方 

 原　　丈介 37（１）
〈感染症〉
肺 MAC 症に対する最新の治療法 

 森本　耕三 46（１）
結核に対する最新の知見 矢幅　美鈴 50（１）
肺炎治療を変えるべきなのか？ 

 皿谷　　健 54（１）
肺炎球菌の予防 丸山　貴也 59（１）
梅毒をリプライズ―あたらしい「治療」と「予防」 

 平井　由児 64（１）
HIV 感染症の治療と予防（PrEP）―プライマリ・ 

ケアでも治療できる HIV 診療の新時代 
 仲村　秀太 69（１）

〈糖尿病・内分泌・代謝〉
2 型糖尿病の薬物療法のアルゴリズム―日本での 

処方実態を勘案した初のアルゴリズム 
 近藤　龍也 75（１）

糖尿病マネジメントにおけるハイブリッドクローズド
ループインスリンポンプと持続グルコースモニタリ
ングの活用 小谷　紀子 82（１）

肥満症に対する薬物療法の最新知見―新薬登場による
治療法の変化 藤城　　緑 88（１）

新たな脂質異常症治療薬―PCSK9 阻害薬とベムペド
酸のエビデンスと展望 若菜　紀之 94（１）

〈腎臓〉
糖尿病性腎臓病および蛋白尿を伴う非糖尿病性腎臓病

患者における SGLT2 阻害薬の役割 
 長洲　　一 99（１）

心疾患リスクとしての痛風をどのように治療すべきか 
 秋山　由里・菅野　直希 103（１）

保存期の末期腎不全（ESKD）に対する RAS 阻害薬の

中止が腎不全の進行に及ぼす影響 
 北野　史也・緒方　聖友 107（１）

わかっているけどできない．クリニカルイナーシャ 
よりもっと重篤なイナーシャ，それは生活習慣の 
改善 下澤　達雄 112（１）

〈循環器〉
安定狭心症の治療は何が変わったのか 

 村石真起夫・小船井光太郎 116（１）
心不全（HFpEF）の治療の最前線 

 武井　　眞 122（１）
高血圧診療における機械学習を用いた個別化戦略 

―高ベネフィット・アプローチ 
 井上　浩輔 126（１）

〈膠原病と類縁疾患〉
関節リウマチの最新治療 

 安田　卓矢・萩野　　昇 131（１）
Ⅰ型インターフェロンから紐解く全身性エリテマトー

デス（SLE）治療 
 髙橋　達郎・岩本　太郎・古田　俊介 136（１）

〈消化器〉
急性膵炎へのアプローチ―積極的輸液の有効性 

 向井俊太郎・糸井　隆夫 143（１）
非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）のマネジメント 

 玉城　信治 147（１）
〈神経内科〉
片頭痛のマネジメント―新薬登場による治療法の変化 

 柴田　　護 152（１）
MOG 抗体関連疾患―本邦での疫学・臨床像と診断基準 

 中村　正史・中島　一郎 157（１）
アデュカヌマブ，レカネマブを踏まえた Alzheimer 型

認知症治験薬の今日までの流れ 
 辻本　昌史・鈴木　啓介 162（１）

■	今どきの手技を見直し，医療処置でのトラブルを
防ぐ―経験値ごとの気をつけるべき合併症や工夫

〈総論〉
手技に関する心構え・トラブル発生時の対応 

―「この手技は本当に患者のためになるのか？」を
常に念頭に！ 西垂水和隆 218（２）

同意書が必要な医療行為―同意書を書いてもらって 
いるから大丈夫でしょ!? 星　　哲哉 222（２）
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〈気道・呼吸関連〉
換気困難―BVM を押しても SpO 2 が上がらないとき…

何か間違っている？ 市來　征仁 226（２）
換気不能―換気すらできずに SpO 2 がどんどん低下…

もうやるしかない！ 上原　悠也 232（２）
気管内挿管―声帯がときどき見えている…もうちょっ

となんだけど 畠中　成己 236（２）
挿管困難―喉頭蓋らしきものは見えるけど…このまま

では入らない 加倉健太郎 244（２）
高流量鼻カニュラ（HFNC）―使いどき，やめどき… 

大袈裟なネーザルカニューレ？ 中村　倫丈 249（２）
非侵襲的陽圧換気（NPPV）―ずっと付けていたら， 

顔がただれて…いつ外せるの？ 
 和田　忠久 256（２）

気管内吸引―痰がゴロゴロしているんだけど… 
取りたい～ 大内田良真 260（２）

気管切開チューブ―気管切開チューブを交換しただけ
なのに酸素化低下・血だらけ…なぜ？ 
 大西　崇平 265（２）

〈心血管関連〉
末梢ルート確保―ベテランナースでも確保困難なのに

無理だよ…エコーを使おう！ 
 能美　康彦 269（２）

中心静脈カテーテル（CVC）留置―合併症のバリエー
ション豊か…まさかこんな所にカテ先が！ 
 細川　　旬 275（２）

動脈穿刺・A ライン留置―脈に触れない…やっぱり
エコーが必要だよね！ 留岡　史樹 287（２）

末梢挿入型中心静脈カテーテル（PICC）―CV や末梢
ルートとの違いは？ 谷村　利行 291（２）

不整脈治療―循環器内科医がいない…それでも緊急 
処置するしかない！ 
 火箱　圭太・芹澤　良幹 296（２）

〈穿刺・ドレナージ関連〉
胸腔穿刺・ドレナージ―チューブの太さって関係 

ある？…皮下気腫でマッチョに！ 
 田中　友樹 304（２）

腹腔穿刺・ドレナージ―穿刺したら血性でした… 
手術だね 伊藤　貴祥 308（２）

膿瘍穿刺―膿瘍は局所的とは限らない！ 大局的な 
判断が必要なことも 大塚　暢 312（２）

経鼻胃管（NGT）―入らなくてもう1 時間…また口から
出てきた！ 横山　大輔 318（２）

尿道カテーテル―入ったと思うんだけど…尿が出ずに
血が出てきた！ 林　　恒存 324（２）

関節穿刺―感染性かな？…一滴でも欲しい！ 
 中村　大悟 330（２）

腰椎穿刺―なんでどこ刺しても骨に当たるの？… 
もっとエビの姿勢とらせて！ 
 石川そでみ 335（２）

〈消化器系〉
胃ろう交換―交換手技とトラブル…ちゃんと対応でき

ますか？ 西森　　識 340（２）
ストーマ装具交換―かぶれへの軟膏処方，ホントに

OK？ 福留由香利 344（２）
便秘や下血，肛門痛―覗いてはみたものの…指を入れ

てみたものの… 篠浦　　丞 350（２）
ヘルニア治療―何か飛び出てます！…嵌頓かどうか？ 

 上原　悠也 356（２）
〈小外科や治療〉
褥瘡処置―入院後にできたの？…すみません，背中を

見ていませんでした 米澤美智代 360（２）
緊急の鎮痛・鎮静法―暴れて診察できない…まずは 

除痛でしょ！ 仲里　信彦 365（２）
薬液投与に関するトラブル―治療のつもりが…医原性

の合併症 黒川　智美 371（２）

■	どこでもみれる？　コモンディジーズとしての感染
症アップデート

〈座談会〉
コロナ禍で露呈したわが国の感染症（科学）リテラシー

とその改善に向けて 
 知念実希人・忽那　賢志・岡　　秀昭 426（３）

〈どこでもみれる？ 5類感染症〉
新型コロナウイルス感染症　5 類化以降の治療 

 忽那　賢志 436（３）
カルバペネム耐性腸内細菌目細菌による感染症の 

診断・治療―感染症と定着をいかに区別するか？ 
 小野　大輔 442（３）

HIV 感染症の診断・治療―プライマリ・ケア医も 
知っておきたい検査や治療薬のアップデート 
 塚田　訓久 446（３）

見逃してはならない細菌性髄膜炎（侵襲性肺炎球菌感
染症）―診断・治療・予防のコツから届け出の基準
まで 渋江　　寧 451（３）

増えている梅毒の診断・治療―ステルイズ Ⓡ の使い
方を中心に 谷崎隆太郎 456（３）

これから増える !?　知っておきたい麻疹の診断・治療 
 上山　伸也 460（３）

〈感染症新薬アップデートと感染症〉
国内でのイミペネム・レレバクタムの適正使用とは？ 

 西村　　翔 463（３）
イサブコナゾールの特徴―他の抗糸状菌作用を有する

アゾール系抗真菌薬との違い 
 冲中　敬二 468（３）

フィダキソマイシンとCDI―ガイドラインの改訂ポイ
ントを中心に 森　　伸晃 473（３）

2023 年新見解に基づく肺 MAC 症治療とアミカシン
リポソーム吸入用懸濁液 倉原　　優 480（３）
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〈コモンディジーズと感染症アップデート〉
市中肺炎アップデート 友田　義崇 486（３）
尿路感染症アップデート 三村　一行 490（３）
皮膚軟部組織感染症アップデート 

 西田　裕介 494（３）
カテーテル関連血流感染症アップデート 

 松永　直久 500（３）
〈ガイドラインアップデート〉
結核―疫学の変化，多剤耐性菌の現状について 

 佐々木結花 504（３）
感染性心内膜炎―修正 Duke 診断基準を中心に 

 山本　舜悟 508（３）
敗血症―集中治療医の視点から 

 竹内晋太郎・太田　啓介 514（３）
骨髄炎―ガイドラインの改訂があった糖尿病性足感染

症を中心に 川村　隆之 520（３）
薬剤耐性（AMR）と抗菌薬適正使用支援（AS） 

 加藤　英明 526（３）
〈ワクチンアップデート〉
新型コロナワクチン―令和 5 年秋開始接種時点の

Q&A 守屋　章成 530（３）
肺炎球菌ワクチン―PPSV23，PCV13 の効果の違いと

使い分け 三村　一行 535（３）
帯状疱疹ワクチン―生ワクチン，サブユニットワクチ

ンの効果の違いと使い分け 西田　裕介 540（３）
〈ブレイクスルーと感染症〉
関節リウマチに対する生物学的製剤と感染症 

 山室　亮介・萩野　　昇 544（３）
糖尿病治療の進歩と感染症 岩田健太郎 550（３）
免疫チェックポイント阻害薬と感染症 

 武田　孝一 554（３）
〈新型コロナミミック〉
両側すりガラス影より COVID-19 が疑われた一例 

 金澤　晶雄 560（３）
主治医のCOVID-19 罹患後に高度低酸素血症と肺炎を

きたした一例 島田　侑祐・志水　太郎 564（３）
COVID-19 流行初期に発熱・非定型肺炎で転院搬送

された一例 前田　　正 569（３）

■	腎機能を考慮した内科疾患の診療
〈総論〉
「腎機能」を維持するための方略 

 杉本　俊郎 626（５）
〈腎機能が病態・治療に関係する疾患〉
〈循環器疾患〉
うっ血性急性心不全―腎機能増悪と利尿薬抵抗性 

 松尾　実紀 638（５）
慢性心不全の治療―ガイドライン準拠薬物療法
（GDMT）と腎機能 山本　一博 645（５）

治療抵抗性高血圧 

 涌井　広道・田村　功一 650（５）
Cardio-renal syndrome―体液調節と心・腎保護 

 増田　貴博 656（５）
貧血・心疾患―Cardio-renal-anemia 症候群 

 濱野　高行 662（５）
〈消化器疾患〉
肝硬変患者における体液貯留，腎機能障害の 

マネジメント 
 山田　倫子・黒崎　雅之・泉　　並木 668（５）

〈腎疾患〉
ネフローゼ症候群に伴う浮腫への対応と利尿薬の 

使い方 長澤　　将 674（５）
良性腎硬化症 

 奥山恵美子・小波津香織・市川　大介 678（５）
M 蛋白血症に伴う腎障害 水野　真一 684（５）

〈膠原病〉
全身性エリテマトーデス（SLE）―ループス腎炎治療

の最近の進歩 川上　貴久・要　　伸也 688（５）
血管炎症候群―ANCA 関連血管炎―特に顕微鏡的 

多発血管炎 湯村　和子・板橋美津世 696（５）
〈糖尿病・内分泌疾患〉
腎機能を考慮した糖尿病治療薬の使い方 

 久米　真司 704（５）
原発性副甲状腺機能亢進症・副甲状腺機能低下症 

 間中　勝則・槙田　紀子 710（５）
〈治療・薬物療法が腎機能の影響を受けやすい内科的
疾患〉

〈骨・関節疾患〉
骨粗鬆症―腎機能に応じた薬物療法と注意点 

 田井　宣之 716（５）
関節リウマチ―腎機能に応じた薬物選択 

 永瀬芙美香・藤田　芳郎 720（５）
非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）と腎機能 

―鎮痛薬の安全な使い方 
 大内　治紀・三瀬　直文 726（５）

〈消化器疾患〉
消化器系薬剤と腎機能 住田　圭一 732（５）

〈感染症〉
抗菌薬の適正使用―腎機能のみかたと抗菌薬投与の 

ポイント 内田　大介 737（５）
〈悪性疾患〉
抗悪性腫瘍薬投与時の腎機能検査・腎機能低下時の 

投与設計 和田　健彦 742（５）
抗悪性腫瘍薬による腎障害 松原　　雄 747（５）

〈検査〉
造影剤腎症はあるのか？―救急医の立場から 

 中田　貴史・工藤　秀将・久志本成樹 753（５）
造影剤腎症はあるのか？―放射線科医の立場から 

 尾田済太郎 758（５）
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〈腎機能を意識すべき病態〉
高齢者の腎機能を意識した薬物療法 

 赤井　靖宏 762（５）
サルコペニア・フレイルと腎機能 

 菅野　義彦 766（５）
緩和ケアと腎機能―オピオイドを用いた疼痛管理 

 杉浦　徳子・余宮きのみ 770（５）
進行した腎障害への保存的腎臓療法―conservative 

kidney management 守山　敏樹 774（５）
〈読者の質問に答える〉
腎機能の評価・検査値はどのように考えたら 

よいですか？ 杉本　俊郎 630（５）
　Q1. 検診などで検尿異常を指摘されたときの対応
（二次検診）の基本を教えてください／Q2. かかりつ
け医が慢性腎臓病（CKD）患者を腎臓専門医に紹介
すべき病態・タイミングを具体的に教えてください
／Q3. 血清クレアチニン濃度に基づく腎機能・GFR
の推測の注意点を教えてください／Q4.「利尿薬，
特にループ利尿薬の効果が腎機能の指標になる」と
いう意味を教えてください／Q5. 腎臓内科医が尿蛋
白排泄量を重視する理由を教えてください／Q6. 急
激な血清クレアチニン濃度の上昇がみられたとき
に，原因精査のためにまず行うべきことは何です
か？／Q7. 尿生化学検査の解釈のポイントを教えて
ください／Q8. 急性腎障害（AKI）時のナトリウム排
泄分画（FENa）の意義について教えてください

腎機能を考慮した診療の進め方について教えて 
ください 杉本　俊郎 778（５）

　Q1. 慢性腎臓病（CKD）における高尿酸血症・痛風の
管理について教えてください／Q2. 妊娠が可能な女
性，もしくは妊婦への降圧薬の使用に関して教えて
ください／Q3. 糖尿病性腎臓病などの慢性腎疾患治
療時の高カリウム（K）血症に対する最近の考え方を
教えてください／Q4. 尿路結石に対する最近の考え
方を教えてください

■	睡眠にまつわる疑問にすべて答えます！　あなた
の患者の睡眠中に何かが起きているかもしれない

〈睡眠に関する総論〉
「眠れない」という訴えを聞いたときに考えるべきこ

と―「眠れない→不眠症」ではない！ 
 河合　　真 826（６）

「眠い」という訴えを聞いたときに考えるべきこと
―眠気は多因子であることを理解する 
 大倉　睦美 830（６）

睡眠薬の種類と治療戦略―不眠に対する薬物治療の限
界を念頭に置く 三原　丈直 836（６）

薬物投与のタイミングと 24 時間薬理学の考え方 
―時計遺伝子に基づく時間薬物治療 
 大戸　茂弘 841（６）

慢性不眠症に対する睡眠薬以外の治療戦略―不眠の 
認知行動療法（CBTi）を中心に 
 谷口　充孝 846（６）

夜間の異常行動の訴えを聞いたときに考えるべきこと
―眠っているはずなのに，急に叫んだり動いたりす
るんですけど…先生，何の病気ですか !? 
 小栗　卓也 850（６）

中枢神経刺激薬について知っておくべきこと―処方 
対象となる疾患と処方できる医師 
 立花　直子 854（６）

睡眠検査の種類と検査レポートの注目点―各検査の 
記録項目と特徴を理解する 村木　久恵 860（６）

睡眠医学における日本語の用語の混乱―「睡眠障害」
とは何を意味する用語なのか 
 紀戸　恵介 866（６）

〈臨床におけるシチュエーション〉
common な精神疾患の患者の睡眠について知ってお

くべきこと―不眠をどう考え，治療するか？ 
 杉田　尚子 871（６）

若年者のメンタルヘルスと睡眠の関係で内科医が知っ
ておくべきこと―睡眠不足症候群（ISS）と睡眠・覚醒
相後退障害（DSWPD）を漏らさず鑑別に考える 
 丸谷　典子・足立　浩祥 878（６）

閉塞性睡眠時無呼吸症候群（OSAS）を鑑別に入れるべ
き状況―OSAS の多彩な表現型を押さえる 
 杉山　華子 882（６）

高齢者の入院における睡眠で注意すべきこと―薬物 
処方は必要最小限・最短期間で！ 
 木村　　格 886（６）

認知症患者の睡眠について知っておくべきこと―不眠
患者 1,500 万人時代に向けて 
 江川　斉宏 890（６）

〈各科で見かける睡眠関連疾患〉
閉塞性睡眠時無呼吸症候群（OSAS）の診かた―内科医

が知っておくべき診療のポイント 
 田中　春仁 893（６）

呼吸器疾患患者における睡眠について知っておくべき
こと―慢性閉塞性肺疾患（COPD）や気管支喘息，Ⅱ型
呼吸不全の睡眠時の診療アセスメント 
 山内　基雄 900（６）

睡眠とホルモンの関係―なぜ内分泌疾患を考えるとき
に睡眠を考えねばならないのか？ 
 門野真由子 904（６）

透析患者の睡眠関連疾患をどう考えるか？―透析患者
では難治性になりやすい 小池　茂文 910（６）

てんかんと睡眠の関係―てんかん患者の睡眠に影響を
及ぼす因子 神　　一敬 916（６）

内科疾患と睡眠関連疾患―見逃されがちな両者の関わ
り 茶谷　　裕 920（６）

循環器内科患者の睡眠関連疾患をどう考えるか？ 
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―睡眠時無呼吸症候群（SAS）と循環器疾患との深い
つながり 阪野　勝久 926（６）

耳鼻咽喉科とアレルギー・睡眠―アレルギー性鼻炎が
睡眠に及ぼす影響 
 河内　理咲・鈴木　雅明 931（６）

睡眠と歯科の関わりで内科医が知っておくべきポイン
ト―医科と歯科が連携して行う歯科的アプローチ 
 津田　緩子 936（６）

〈よく聞かれる睡眠に関する諸問題〉
ウェアラブルから得られる情報をどのように考えるべ

きか？―長所と短所を踏まえ，何を測定しているか
を理解する 河合　　真 941（６）

医師の睡眠について研修医，若手医師が知っておくべ
きこと―睡眠時間確保のための方策 
 井上　令一・河合　　真 945（６）

小児から成人にかけての睡眠の変化について内科医が
知っておくべきこと―睡眠不足の患者を前にした
ら，心の健康にも目を向ける 
 今村　壽宏 950（６）

超過勤務や睡眠不全関連事故のニュースを聞いたとき
に何を考えるか？―睡眠医学的エビデンスの重要性 
 高橋　正也 954（６）

嗜好品による睡眠への影響をどう考えて，どう伝える
か？―カフェインやアルコールなどの摂取から考え
る 服部　菜穂 958（６）

睡眠について医師が知っておくべき知識をどう学び，
どう教えるのか？―統合的な睡眠の学修と教育 
 堀　　有行 963（６）

■	この1冊でもう安心！　内科医が押さえておきたい
「しびれ・ふるえ・めまい」の診かた

〈しびれの診かた〉
患者の訴える「しびれ」とは何か？―しびれの評価に

はまず病歴聴取が重要 安藤　孝志 1016（７）
しびれの分布から考えること―中枢性と末梢性の見分

け方は？/「ピリピリする」と患者が訴える場合はど
のような疾患を考えるか？ 千田　　譲 1022（７）

しびれの原因疾患とその病態は？―手根管症候群，変
形性脊椎症，末梢神経障害，脳血管障害，むずむず
脚症候群などを中心に 
 加藤　隼康・杉浦　　真 1029（７）

しびれの診断に必要な神経学的診察や検査法―腱反
射，表在覚・深部覚の診かた/神経伝導速度検査，
針筋電図などの検査法 石原　健司 1034（７）

「診断のつかないしびれ」に対する対処法―高齢者の
訴えるしびれや原因不明のしびれにはどのように対
応すべきか？ 岩瀬　　環 1040（７）

しびれの治療―末梢神経障害（神経障害性疼痛）の治療
を中心に 吉川　正章・小池　春樹 1046（７）

〈ふるえの診かた〉
患者の訴える「ふるえ」とは何か？―「ふるえ」には

どのような病態，症候が含まれているのか？ 
 和座　雅浩 1051（７）

ふるえの分類と特徴―不随意運動，てんかん発作との
違いは何か 倉重　毅志 1058（７）

ふるえの原因疾患と診断―本態性振戦，パーキンソニ
ズムに関連した振戦，心因性振戦を中心に 
 曽根　　淳 1062（７）

ふるえの治療―本態性振戦（老人性振戦）はどう治療す
る？/病態を考慮した治療薬の選び方 
 伊藤　瑞規・千田麻友美・水谷　泰彰 1068（７）

〈めまいの診かた〉
患者の訴える「めまい」とは何か？―急性めまいに対

する新しいアプローチ 赤木　明生 1072（７）
めまいの分類―末梢性めまいを中心に 

 陸　　雄一 1077（７）
緊急対応を要するめまい―鑑別のコツと要点，直ちに

行うべき検査，対応法は？ 藤田　浩司 1081（７）
中枢性めまいと末梢性めまいの鑑別―眼振所見の診か

た，Romberg test/耳性と非耳性をどう鑑別する？ 
 加藤　優弥・岩井　克成 1086（７）

失神の診断と原因疾患の鑑別―起立性低血圧，血管迷
走神経反射性失神の診断/てんかん，心原性失神と
どう鑑別する？ 池田　知雅 1093（７）

見落とされがちなめまいの鑑別―持続性知覚性姿勢
誘発めまい，片頭痛関連めまい，前庭性発作症，
Barré-Lieou 症候群などを中心に 
 井口　正寛 1097（７）

めまいの画像診断 櫻井　圭太 1101（７）
末梢性めまいの治療―急性期に効果的な治療薬，抗め

まい薬はどう使い分ける？/慢性的なめまい症状に
対する治療は？/「部位の診断がつかないめまい感」
にどう対処する？ 
 服部　　綾・服部　　学 1106（７）

中枢性めまいの治療―脳血管障害によるめまいの急性
期治療と慢性期治療/脳動脈狭窄症，脳動脈硬化症
による慢性的なめまいはどう治療する？ 
 小林　　麗 1111（７）

〈しびれ，ふるえ，めまいなど多彩な神経症状を呈する
疾患の診かた〉
脳血管障害のしびれ，ふるえ，めまい 

 田村　拓也 1116（７）
Parkinson 病のしびれ，ふるえ，めまい―その出現メ

カニズムと対応法は？ 池中　建介 1121（７）
多発性硬化症と視神経脊髄炎スペクトラム障害のしび

れ，ふるえ，めまい―その出現メカニズムと対応法
は？ 
 安井　敬三・両角　佐織・荒木　　周 1125（７）

精神・心理的な要因に影響されたしびれ，ふるえ，
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めまい―心因性の問題と機能性神経障害の考え方 
 西原　真理 1132（７）

小児期，思春期のめまい―精神的要因？ 器質的疾患？ 
 宮原　弘明 1138（７）

しびれ，ふるえ，めまいをきたす薬剤，薬物―器質的
疾患との鑑別法と対処法は？ 
 林　　祐一・西田　承平・鈴木　昭夫 1142（７）

COVID-19 感染によるしびれ，ふるえ，めまい 
 大野　陽哉・下畑　享良 1147（７）

〈Column〉
患者の訴える“しびれ”とは何か？ 

 岩崎　　靖 1021（７）
しびれの診察は問診が重要 岩崎　　靖 1028（７）
しびれイコール脳神経内科？ 岩崎　　靖 1033（７）
しびれの表現とカルテ記載 岩崎　　靖 1039（７）

「しびれは歳のせいです」 岩崎　　靖 1044（７）
患者の訴える“ふるえ”とは何か？ 

 岩崎　　靖 1057（７）
本態性振戦や老人性振戦のサポート 

 岩崎　　靖 1061（７）
ふるえとけいれん 岩崎　　靖 1067（７）
患者の訴える“めまい”とは何か？ 

 岩崎　　靖 1076（７）
めまい患者の対応は難しい？ 岩崎　　靖 1080（７）
緊急を要するめまいの鑑別は重要 

 岩崎　　靖 1084（７）
問診の重要性 岩崎　　靖 1092（７）
くずかごの中の地雷 岩崎　　靖 1096（７）
小脳梗塞は要注意 岩崎　　靖 1105（７）
Wallenberg 症候群を見逃すな！ 

 岩崎　　靖 1120（７）
患者観察はきわめて重要 岩崎　　靖 1124（７）
しびれ，ふるえ，めまいの神経内科診察 

 岩崎　　靖 1146（７）

■	“とりあえずスタチン”から脱却！　動脈硬化性疾患
一次予防・最新の考え方

〈疫学〉
動脈硬化性疾患（脳梗塞を含む）の疫学 

 秦　　　淳 1202（８）
脂質異常症の疫学 東山　　綾 1207（８）
〈診断〉
動脈硬化性疾患を見逃さない！―問診，身体診察， 

検査の進め方 原　　眞純 1212（８）
動脈硬化性疾患における画像診断の進歩① 

―心臓足首血管指数（CAVI）/脈波伝播速度（PWV） 
 齋木　厚人 1218（８）

動脈硬化性疾患における画像診断の進歩② 
―頸動脈超音波検査/冠動脈 CT 検査 
 岩谷　俊之・南　　尚賢・阿古　潤哉 1224（８）

動脈硬化性疾患における画像診断の進歩③ 
―血管内イメージング 
 久保　隆史・北村　美樹・岩崎　陽一 1229（８）

遺伝子診断の展望―脂質異常単一遺伝子疾患から 
多因子疾患 多田　隼人 1234（８）

〈治療〉
包括的治療の考え方 

 鎌倉　健人・関口　健二 1240（８）
LDL コレステロール（LDL-C）治療の考え方 

 塚本　和久 1248（８）
non-HDL コレステロール（non-HDL-C），トリグリセ

ライド（TG），HDL-C を鑑みた動脈硬化性疾患の予
防戦略―脂質異常症治療薬の使い分け 
 増田　大作 1254（８）

動脈硬化性疾患予防からみた血圧管理 
 鍋嶋　洋裕・田中　敦史・野出　孝一 1262（８）

動脈硬化性疾患予防からみた血糖管理 
 八代　　諭・石垣　　泰 1268（８）

〈生活習慣〉
動脈硬化性疾患予防のための運動処方 

―誰に，何を，どの程度 木庭　新治 1274（８）
高 LDL コレステロール（LDL-C）血症者への食事療法 

 藤岡　由夫 1281（８）
高トリグリセライド（TG）血症者への食事療法 

 田守　義和 1286（８）
アルコール，食塩に関する最近のエビデンス 

 藤吉　　朗 1290（８）
動脈硬化性疾患に及ぼす喫煙の影響 

 木戸　倫子・大村　優華・樺山　　舞 1296（８）
〈トピックス〉
家族性高コレステロール血症（FH）知見の進歩 

 小倉　正恒 1300（８）
小児期からの動脈硬化性疾患予防のための知見―小児

の家族性高コレステロール血症（FH）のスクリーニ
ングと診断・治療 原　　光彦 1305（８）

動脈硬化性疾患予防における高齢者へのアプローチ 
 荒井　秀典 1312（８）

慢性腎臓病（CKD）を有する場合の動脈硬化性疾患予
防のアプローチ 庄司　哲雄 1317（８）

女性患者に関する動脈硬化性疾患の新知見とピットフ
ォール 山田　容子 1322（８）

NAFLD（MASLD）と NASH（MASH） 
 吉田　　博 1328（８）

大気汚染と動脈硬化性疾患 小島　　淳 1336（８）
動脈硬化性疾患の患者・バイスタンダー教育 

 宮松　直美・国村　彩子・清原麻衣子 1342（８）
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■	リウマチ膠原病疾患Up To Date ！　押さえてお
きたい最新の診断と治療

〈リウマチ膠原病疾患を疑うときのアプローチ〉
関節痛からの鑑別―関節痛・関節炎を追いつめる 3 ス

テップアプローチを身につける 
 滝澤　直歩 1386（９）

膠原病を疑う呼吸器・肺所見―関節リウマチに focus
して 皿谷　　健 1392（９）

膠原病を疑う皮膚所見―顔と手のサインを見落とさな
い 衛藤　　光 1397（９）

膠原病を疑う神経障害―神経障害を早期に発見して膠
原病を見逃さないために 野村　篤史 1403（９）

膠原病を疑う血液・尿検査所見 
 姜　　明里・國領　和佳・藤田　芳郎 1408（９）

〈関節リウマチの診断と治療〉
関節リウマチの診断と疾患活動性モニタリング 

 日髙　利彦 1413（９）
画像の評価―関節リウマチにおける画像診断の有用性 

 小森宏太郎・六反田　諒 1419（９）
関節リウマチの治療―従来型抗リウマチ薬，非ステロ

イド性抗炎症薬，グルココルチコイド 
 河野　正孝・川人　　豊 1424（９）

関節リウマチの治療―生物学的製剤，JAK 阻害薬 
 平田信太郎 1430（９）

高齢発症関節リウマチの鑑別診断と治療時の注意点 
 杉原　毅彦 1439（９）

〈リウマチ膠原病疾患と鑑別すべき疾患の診断と治療〉
結晶性関節炎の診断と治療 喜瀬　高庸 1445（９）
感染性関節炎の診断と治療 嶋崎　鉄兵 1450（９）
内分泌疾患（糖尿病，甲状腺疾患など）に伴う筋骨格系

症状 岸本　暢將 1455（９）
〈膠原病の診断と治療〉
全身性エリテマトーデスの診断と治療―SLE分類基準，

EULAR 2023 治療推奨のポイントとSLE 治療の今後
の展望 中井　健宏・岡田　正人 1460（９）

Sjögren 症候群の診断と治療 
 坪井　洋人・東光　裕史・松本　　功 1468（９）

多発性筋炎/皮膚筋炎の診断と治療 
 五野　貴久 1474（９）

全身性強皮症の診断と治療 安岡　秀剛 1481（９）
抗リン脂質抗体症候群の診断と治療―ACR/EULAR

の分類基準のポイント 藤枝雄一郎 1485（９）
IgG4 関連疾患の診断と治療 川野　充弘 1490（９）
巨細胞性動脈炎/リウマチ性多発筋痛症の診断と治療 

 板金　正記・金城　光代 1496（９）
高安動脈炎・結節性多発動脈炎の診断と治療 

 中村　海人・松井　和生 1501（９）
ANCA 関連血管炎の診断と治療 

 田巻　弘道 1509（９）
Behçet 病の診断と治療―診断では「炎症を繰り返す」

という病歴が重要 桐野　洋平 1514（９）
成人発症 Still 病の診断と治療 

 玉井　博也・金子　祐子 1518（９）
脊椎関節炎の診断と治療―体軸性・末梢性脊椎関節炎 

 辻　　成佳 1524（９）
緊急性の高いリウマチ膠原病疾患の診断と治療 

 萩野　　昇 1532（９）
〈膠原病関連症状に対する治療〉
グルココルチコイド誘発性骨粗鬆症 

 小澤　廣記 1537（９）
妊婦・家族計画中におけるリウマチ・膠原病の対応に

ついて 中井　健宏 1546（９）

■	内科医が知っておくべき ICU・ERでの薬の使い方
〈循環〉
心肺蘇生中に使用する薬剤 松山　　匡 1592（10）
ショック―敗血症性ショックを中心に 

 中野秀比古・土井　研人 1598（10）
高血圧緊急症 風間　信吾 1603（10）
抗不整脈薬 出口　慧人・若林　禎正 1608（10）
〈神経〉
緊急気管挿管時の薬剤選択 後藤　　縁 1613（10）
人工呼吸管理中の鎮静薬・鎮痛薬の選択 

 尾崎　将之 1617（10）
てんかん重積状態の治療薬選択 

 安藤　宏明・道勇　　学 1623（10）
不眠・せん妄 新垣　大智 1628（10）
脳梗塞急性期の治療 星野　岳郎 1633（10）
〈呼吸〉
気管支喘息発作・COPD 増悪に用いる薬剤 

 谷　　直樹 1640（10）
〈腎臓・電解質〉
利尿薬 梅田　良祐・林　　宏樹 1645（10）
輸液製剤の使い分け 須網　和也 1651（10）
低ナトリウム血症 五島　隆宏 1657（10）
重篤なカリウム異常での薬剤選択 

 村島　美穂 1666（10）
〈内分泌・血糖〉
副腎不全 岩立　拓子・上田　剛士 1670（10）
甲状腺クリーゼ 増田　陽平・則末　泰博 1674（10）
高血糖緊急症のマネジメント 冨永　　聡 1680（10）
〈血液〉
輸血製剤 本多　純太 1685（10）
止血製剤 山元　　良 1692（10）
重症患者診療における抗凝固薬・抗凝固療法 

 石塚　紀貴 1696（10）
〈消化器〉
ストレス潰瘍の予防 田邊　翔太 1702（10）
〈栄養〉
経腸栄養剤 佐々木雅也・栗原　美香 1707（10）
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ビタミン剤（B 1，C） 坂本　　壮 1712（10）
〈アレルギー〉
アナフィラキシーへの対応 

 増田　博明・北野　夕佳 1716（10）
〈感染〉
薬剤耐性グラム陰性桿菌を想定した抗菌薬選択 

 黒田　浩一 1720（10）
侵襲性カンジダ感染症：カンジダ血症 

 川本　雄也 1727（10）
アスペルギルス感染症 川本　雄也 1732（10）
〈その他〉
炭酸水素ナトリウム（メイロン Ⓡ）の使いどころ 

 鈴木　裕之 1738（10）

■	続・Quality Indicator の実装とその改善　日々の
診療に役立つ診療評価指標

〈総論〉
診療評価指標（Quality Indicator）をさらに理解する 

 小坂鎮太郎 1780（11）
診療評価指標（Quality Indicator）を作ってみる 

 東　　尚弘 1783（11）
医療の質の指標・評価と改善 國澤　　進 1787（11）
診療評価指標（Quality Indicator）を世界はどのように

使用しているか 
 髙橋　　理・福井　次矢 1791（11）

〈各論　プライマリ・ケア〉
ambulatory care sensitive conditions（ACSCs）の評価

指標 阿部　計大 1798（11）
患者中心のケアの評価指標 

 志水　健太・金子　　惇 1802（11）
地域志向性アプローチの評価指標 

 孫　　大輔 1806（11）
かかりつけ医/主治医の評価指標 

 菊池　徹哉・藤沼　康樹 1810（11）
健康格差への対応の評価指標 長谷田真帆 1814（11）
多職種連携・協働の評価指標 春田　淳志 1820（11）
〈各論　呼吸器〉
かぜの評価指標 渡邉　敬祐・安本　有佑 1824（11）
肺炎の評価指標 河野　香美・野崎　由迅 1828（11）
〈各論　循環器〉
心房細動（AF）の評価指標 

 小野　雅敬・官澤　洋平 1832（11）
狭心症（胸痛）の評価指標 

 小野　雅敬・官澤　洋平 1836（11）
〈各論　消化器〉
肝機能異常の評価指標 

 伊藤　龍一・小笠原雅彦 1842（11）
ピロリ菌感染症の評価指標 田中　大貴 1850（11）
〈各論　内分泌〉
甲状腺機能の評価指標 関　　隆実 1854（11）

〈各論　アレルギー〉
アナフィラキシーの評価指標 原田　　拓 1858（11）
アレルギー性鼻炎の評価指標 原田　　拓 1863（11）
食物アレルギーの評価指標 原田　　拓 1867（11）
〈各論　膠原病〉
関節リウマチ（RA）の評価指標 

 小林由布子・陶山　恭博 1872（11）
〈各論　感染症〉
小児の予防接種の評価指標 中山久仁子 1879（11）
医療関連感染（HAI）の評価指標 

 坂本　史衣 1886（11）
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）罹患後症状の

評価指標 宮里　悠佑・忽那　賢志 1890（11）
〈各論　神経内科〉
めまいの評価指標 山里　一志 1894（11）
脳梗塞の評価指標 山里　一志 1898（11）
頸動脈狭窄症の評価指標 石塚　晃介 1902（11）
〈各論　整形内科〉
筋骨格系の痛み（肩こり，膝痛，腰痛）の評価指標 

 湯浅　　駿・三浦　　瞬・ 
　　　　　　　 松下　瑞季・上村　公介 1906（11）

〈各論　女性診療〉
更年期障害の評価指標 柴田　綾子 1914（11）
女性の腹痛の評価指標 柴田　綾子 1917（11）
〈各論　メンタルヘルス〉
メンタルヘルス診療全般の評価指標 

 家　　研也 1920（11）
不安の評価指標―プライマリ・ケアにおける不安診療

の Quality Indicator の葛藤 今村　弥生 1925（11）
うつ病の評価指標―プライマリ・ケアにおけるうつ病

診療の Quality Indicator 坂田　昌嗣 1928（11）
〈各論　がん〉
サバイバーシップの評価指標 東　　光久 1932（11）
〈各論　思春期関連〉
思春期診療全般の評価指標 中山　明子 1939（11）
小児診療から成人診療への移行における評価指標 

 北西　史直 1944（11）
〈各論　Hospital medicine〉
入退院支援（在院日数，ケア移行）の評価指標 

 安本　有佑 1948（11）
入院関連合併症（HACs）の評価指標 

 栗原　　健 1953（11）
〈各論　患者安全〉
diagnostic excellence の評価指標 

 原田　侑典 1958（11）
patient engagement（患者協働）の評価指標 

 栗原　　健 1964（11）
共同意思決定（SDM）の評価指標 

 小松　康宏 1968（11）
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〈各論　その他〉
オンライン診療の評価指標 瀨田　宏哉 1974（11）
災害に備える―病院での評価指標 

 中島　　康 1979（11）
災害に備える―ヘルスケア領域の BCP と評価指標 

 山岸　暁美 1984（11）
診療所経営の評価指標　待ち行列理論でひも解く外来

待ち時間の不思議 福井　　悠 1992（11）
病院経営の評価指標　医療の質向上への道筋 

 草野　康弘 1998（11）
〈Column〉
働き方改革に対する評価指標 藤川　　葵 1990（11）

■	消化器症候への実践的アプローチ
〈総論〉
症候学の重要性―本当に大切なことは目には見えな

い― 横江　正道 2042（12）
緊急性のある疾患の見逃しを防ぐには―急性腹症の 

2 step methods 佐藤　武揚 2048（12）
〈全身〉
食思不振を伴わない体重減少の鑑別―病歴聴取から 

疾患を想起せよ 豊島　孝幸・森川　暢 2053（12）
食欲低下を伴う意図しない体重減少―生活環境が目に

浮かぶほどの病歴聴取と Head to Toe の診察を 
 宮島　一実・仲里　信彦 2059（12）

悪心・嘔吐―それって，ほんとに胃腸炎 ?? 
 尾下　寿彦・石丸　裕康 2064（12）

黄疸―まずは閉塞性黄疸か非閉塞性黄疸かを区別する 
 大久保裕直 2069（12）

腹水―実臨床で見落とさないための注意点 
 瓦谷　英人 2074（12）

腹部膨満・腹部膨満感―どうしてお腹が張るの 
かな？― 横江　正道 2078（12）

〈口腔および上部消化管〉
嚥下困難―まずは口腔咽頭嚥下困難と食道嚥下困難を

区別する 小林　健二 2083（12）
嚥下時痛―詳細な問診が疾患アプローチへの第一歩 

 舩坂　好平・廣岡　芳樹 2087（12）
のどのつかえ感（球感覚）―まずは症候性咽喉頭異常感

症を疑う 鈴木　賢二 2092（12）
胸やけ―胃食道逆流症以外の疾患にも注意する 

 川見　典之・岩切　勝彦 2096（12）
胃もたれ―胃もたれを理解し，適切な診断・治療を 

マスターしよう 
 山本さゆり・脇田　嘉登・小笠原尚高 2101（12）

〈腹痛〉
急性の心窩部痛―消化器疾患だけじゃないぞ‼ 

 水野　晴貴 2106（12）
急性の右上腹部痛―急性胆囊炎・胆管炎 

 林　　伸彦 2112（12）

急性の下腹部痛―下腹部の疾患は多岐にわたり， 
どの臓器に由来するかを想定して診断する 
 望月　理玄 2116（12）

女性特有の急性下腹部痛―適切な問診・検査で緊急性
を判断し産婦人科に繋げる 
 小城拳士郎・小嶌　祐介 2121（12）

急性の側腹部痛―まずは緊急性の高い疾患，特に血管
系疾患，感染症を早急に判断する 
 大髙　由美 2125（12）

急性発症のびまん性腹痛―Critical な消化器疾患と 
非消化器疾患を見逃さないために 
 西川　佳友・鈴木　優子・米田　圭佑 2129（12）

慢性の上腹部痛―機能性ディスペプシアを中心に 
 中村　　拳・阿川　周平・二神　生爾 2133（12）

慢性の下腹部痛―緊急性がある器質的疾患の見落とし
を防ぐとともに，機能性疾患に適切に対応する 
 佐藤　　研 2139（12）

〈消化管出血〉
吐血―上部消化管出血の診断と治療 

 小池　智幸・正宗　　淳 2143（12）
黒色便―症状から消化管出血部位を推定する 

 細江　直樹 2148（12）
若年者の血便―診療アプローチの要点 

 梶田　航平・山本　貴嗣・磯野　朱里 2153（12）
中高年の血便―出血の重症度の評価が重要 

 新倉　量太 2158（12）
〈便通異常〉
急性下痢―まずは全身状態と脱水の評価を！ 

 三原　　弘 2164（12）
慢性下痢症―まずは大腸癌を否定すること，身体診察

に診断の糸口があるかも !? 松本　吏弘 2169（12）
便秘―便秘の原因を考える 

 西井　謙夫・富田　寿彦・新﨑信一郎 2174（12）

■	喘息・COPDと関連疾患の重要知識Up-to-date
〈喘息・COPDの診断〉
気道疾患の正確な診断のポイント 

 髙木　弘一・井上　博雅 2218（13）
喘息および COPD 診療で用いる血液検査 

 関谷　潔史 2224（13）
呼吸機能および呼気ガス検査 

 山本　　佑・松永　和人 2229（13）
〈喘息・COPDの治療〉
気管支拡張薬の選び方と用い方 伊藤　　理 2234（13）
吸入ステロイド薬および各種配合剤の選び方と用い方 

 小泉　佑太・長瀬　洋之 2239（13）
重症喘息における生物学的製剤 

 北澤　晴奈・檜澤　伸之 2246（13）
鎮咳薬・喀痰調整薬（去痰薬）の選び方と用い方 

 川口　貴子・矢寺　和博 2253（13）
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マクロライド少量持続療法の意義 
 松瀬　厚人 2258（13）

アレルゲン免疫療法の意義と実際 
 中込　一之 2264（13）

〈喘息・COPD患者の長期管理と急性期の対応〉
喘息の長期管理（成人） 新実　彰男 2268（13）
喘息の長期管理（小児） 

 八木　久子・滝沢　琢己 2274（13）
COPD 菊池　崇史・杉浦　久敏 2282（13）
喘息と COPD のオーバーラップ（ACO）の長期管理 

 室　　繁郎 2287（13）
喘息・COPD 急性増悪の対応 

 若園　美保・木村　孔一 2294（13）
〈喘息・COPDの関連病態と鑑別を要する疾患〉
解熱鎮痛薬過敏喘息（アスピリン喘息） 

 粒来　崇博 2299（13）
慢性咳嗽 

 尾長谷　靖・深堀　　範・迎　　　寛 2303（13）
アレルギー性気管支肺真菌症（ABPM） 

 浅野浩一郎 2309（13）
気管支拡張症 松本　久子 2314（13）
副鼻腔気管支症候群とびまん性汎細気管支炎 

 井上　純人 2319（13）
血管炎と気道病変―好酸球性多発血管炎性肉芽腫症を

中心に 鈴木　康仁・斎藤　純平 2323（13）
リウマチ・膠原病の気道病変 清水　泰生 2330（13）
閉塞性細気管支炎，リンパ脈管筋腫症 

 田中　萌恵・小屋　俊之 2336（13）
〈喘息・COPD患者の指導〉
環境整備指導の実際 山口　正雄 2342（13）
禁煙指導の実際 水村　賢司 2345（13）
吸入指導の実際 市山　崇史・花岡　正幸 2349（13）
呼吸リハビリテーション指導の実際 

 黒澤　　一 2354（13）
感染対策・ワクチンのポイント 

 鎌田　浩史 2359（13）
高齢者指導のポイント 

 桑原　雄紀・髙橋浩一郎 2365（13）

【日常診療で役立つ　皮膚科治療薬の 
選びかた・使いかた】

ステロイド外用薬① ステロイド外用薬が有効な疾患 
 松田　光弘 1（１）

ステロイド外用薬② 強さの選びかた 
 松田　光弘 201（２）

ステロイド外用薬③ 使用期間の目安と薬剤の選びかた 
 松田　光弘 409（３）

ステロイド外用薬④ 剤形と塗る量・塗る回数 
 松田　光弘 609（５）

抗ヒスタミン薬① 有効な疾患の見分けかた 

 松田　光弘 809（６）
抗ヒスタミン薬② 薬剤の選びかたと副作用 

 松田　光弘 1001（７）
保湿剤① 保湿剤が有効な疾患 松田　光弘 1185（８）
保湿剤② 保湿剤の選びかた 松田　光弘 1369（９）
保湿剤③ 保湿剤の効果と使いかた 

 松田　光弘 1577（10）
ステロイド外用薬と保湿剤混合の是非 

 松田　光弘 1769（11）
褥瘡・皮膚潰瘍治療薬① 外用薬を 3 つに分けて考え

る 松田 光弘 2025（12）
褥瘡・皮膚潰瘍治療薬② 薬剤の選びかた・使いかた 

 松田 光弘 2202（13）

【ER の片隅で】
臨床診断学、臨床決断学 関根　一朗 167（１）
突然発症宣言 関根　一朗 383（２）
ありがとうを繰り返す救急医 関根　一朗 573（３）

【明日から主治医！　外国人診療のススメ】
外国人を診るときに注意すべき感染症「HIV など」 

 沢田　貴志 169（１）
医療現場における多文化間コミュニケーション 

 上里　彰仁 398（２）
プライマリ・ケアクリニックにおける外国人診療の 

現状：精神科との境界領域 高柳喜代子 574（３）
外国人労働者と整形外科疾患 冨田　　茂 784（５）
外国人における新生児医療 豊島　勝昭 988（６）
外国人診療とチーム医療 沢田　貴志 1156（７）

【ここが知りたい！　欲張り神経病巣診断】
え？ なんだか足がひっかかる！ 足の末梢神経障害②/

外側大腿皮神経障害の病歴と診断方法 
 難波　雄亮 174（１）

足の裏がびりびりする．足が変な感じ！ 足の末梢神経
障害③/外側大腿皮神経障害の治療 
 難波　雄亮 377（２）

顔が痛い！ 歯の病気？ 顔面の神経痛/三叉神経痛の
原因と治療 難波　雄亮 580（３）

おなかが痛い！ これも神経障害？ 腹壁の神経障害①/
前皮神経絞扼症候群（ACNES）の原因と診断・治療 
 難波　雄亮 790（５）

背中が痛い！ これも神経障害？ 腹壁の神経障害② /
腰痛・上臀皮神経障害の臨床 
 難波　雄亮 982（６）

頭が痛いな，脳出血？ え，神経痛？ 頭皮の神経痛/
後頭部の表在神経の走行・大後頭神経痛の症状 
 難波　雄亮 1160（７）

なんとなく頭が痛い，脳卒中？ 頭頸部領域の血管痛/
大後頭神経痛の臨床 難波　雄亮 1346（８）
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身体が痛い !? 神経痛？ 外来でよく診る皮膚の神経
障害 難波　雄亮 1560（９）

指がおかしい，物がつまめない！ 前腕領域の稀な神経
障害①/帯状疱疹の症状や病型 
 難波　雄亮 1741（10）

顔が曲がっている！ これは脳卒中⁉ 外来に歩いて
やってくる顔面の障害/良性発作性頭位変換性めま
いの診察 難波　雄亮 2002（11）

突然のめまい，もしかして脳卒中 !? 外来でよく診る
めまい①/危険なめまいの鑑別と診察法 
 難波　雄亮 2183（12）

突然のめまい，もしかして脳卒中 !? 外来でよく診る
めまい②/中枢性めまいの特徴 
 難波　雄亮 2370（13）

【知らないとヤバい！ リウマチ・膠原病のアレやコレ】
RA 治療中のヤバい病態！　その④ 
「単関節炎」―リウマチ加療中にも生じる化膿性関節
炎を見逃すな！（中編） 猪飼　浩樹 181（１）

RA 治療中のヤバい病態！　その④ 
「単関節炎」―リウマチ加療中にも生じる化膿性関節
炎を見逃すな！（後編） 猪飼　浩樹 384（２）

リウマチにおける知らないとヤバい“足”のアレやコレ
―足から始まる関節リウマチって実は多いんです― 
 猪飼　浩樹 587（３）

「抗 MDA5 抗体陽性皮膚筋炎」―その肺炎は大丈夫な
肺炎ですか？ 猪飼　浩樹 968（６）

ちょっと待った！ それって本当にヘバーデン結節で
すか？―見逃すとヤバい関節炎との鑑別 
 猪飼　浩樹 1165（７）

その股関節の痛み，本当に大丈夫？ X 線ではわかり
にくい大腿骨頭壊死のアレやコレ―お薬手帳もきち
んと見よう！ 猪飼　浩樹 1750（10）

RA 治療中の知っておきたい病態！「抗リウマチ薬を
飲んでいる人で注意すべきところとは？ ①ブシラ
ミン（BUC）」 猪飼　浩樹 2375（13）

【ケースでみる　心理学×医療コミュニケーション！】
認知行動療法をコミュニケーションに活かすうえで

最も大切なこと 五十嵐友里 1152（７）
患者理解に役立つ情報をどのように収集するか（１） 

 五十嵐友里 1351（８）
患者理解に役立つ情報をどのように収集するか（２） 

 五十嵐友里 1555（９）
行動の生起・維持のための支援～患者さんの言葉を 

ヒントに変える 五十嵐友里 1746（10）
身体症状を伴う生活に対する「思考」へのアプローチ 

 五十嵐友里 2012（11）
認知行動的理解の素地となる心理学的アセスメント 

 五十嵐友里 2178（12）

【目でみるトレーニング】
問題　1078 藤本　亜弓 188（１）
問題　1079 秋山　光浩 189（１）
問題　1080 吉村　菜実 190（１）
問題　1081 北村　淳史 391（２）
問題　1082 秋山　光浩 392（２）
問題　1083 樋口　　大 393（２）
問題　1084 岩崎　　靖 596（３）
問題　1085 永井　達也 597（３）
問題　1086 副島裕太郎 598（３）
問題　1087 北村　淳史 796（５）
問題　1088 副島裕太郎 797（５）
問題　1089 蟹江　崇芳 798（５）
問題　1090 森川　　昇 976（６）
問題　1091 鈴木　康倫 977（６）
問題　1092 北村　淳史 978（６）
問題　1093 望月　泰秀 1173（７）
問題　1094 佐藤　直行 1174（７）
問題　1095 岩崎　　靖 1175（７）
問題　1096 望月　泰秀 1354（８）
問題　1097 多湖光一郎 1356（８）
問題　1098 岩崎　　靖 1357（８）
問題　1099 尾城　啓輔 1565（９）
問題　1100 香月　健志 1566（９）
問題　1101 岩崎　　靖 1567（９）
問題　1102 樋口　　大 1756（10）
問題　1103 二村　明德 1757（10）
問題　1104 岡屋　秀一・伊東　　完 1758（10）
問題　1105 渡邉　将央 2006（11）
問題　1106 北澤　　公 2007（11）
問題　1107 大内田良真 2008（11）
問題　1108 岩崎　　靖 2188（12）
問題　1109 三原　　弘 2190（12）
問題　1110 大内田良真 2191（12）
問題　1111 石黒　賢志 2383（13）
問題　1112 三原　　弘 2384（13）
問題　1113 大内田良真 2385（13）

【増刊号】
■	内科医のための　臨床問題集
〈症例問題〉
呼吸器　Question 1～13  7（４）
　長尾 大志/宮下 修行・尾形 誠・福田 直樹・ 

矢村 明久/永井 英明/倉原 優/皿谷 健/長門 直/ 
中島 啓

➡ Answer  23（４）
感染症　Question 14～22  37（４）
　佐藤 淳一/長門 直/中村 造/落合 佑典/ 

浅井 信博・末松 寛之・三鴨 廣繁/羽田野 義郎
➡ Answer  47（４）
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アレルギー　Question 23～29  57（４）
　小澤 廣記/二村 恭子/出光 俊郎・梅本 尚可/ 

長門 直
➡ Answer  65（４）
膠原病　Question 30～41  75（４）
　髙梨 敏史・金子 祐子/白井 悠一郎・桑名 正隆/ 

陶山 恭博/石黒 賢志/杉原 毅彦・南木 敏宏/ 
中西 研輔・金城 光代/田巻 弘道

➡ Answer  88（４）
腎臓　Question 42～51  101（４）
　奥田 拓史/原口 総一郎/矢島 隆宏/鈴木 みなみ/ 

鈴木 淳司
➡ Answer  113（４）
内分泌　Question 52～61  123（４）
　大町 侑香・福岡 秀規/宮田 崇・有馬 寛/ 

向笠 浩司/田辺 晶代/沖 隆/田上 哲也
➡ Answer  134（４）
代謝　Question 62～68  145（４）
　五島 大祐/赤司 朋之/竹内 靖博/藤原 和哉/ 

喜瀬 高庸
➡ Answer  153（４）
消化管　Question 69～77  161（４）
　大林 友彦/出口 隆造/酒井 加奈・伊藤 公訓/ 

三原 弘/酒見 亮介・光山 慶一/梶原 祐策
➡ Answer  171（４）
肝胆膵　Question 78～90  181（４）
　福島 範子/清水 慎一・万波 智彦/江口有一郎/ 

横江 正道/丸山 昭洋・野々垣 浩二/白井 邦博/ 
粂 潔/千葉 和朗

➡ Answer  196（４）
血液　Question 91～100  211（４）
　牛島 洋子・石川 裕一/藤島 直仁/横山 泰久/ 

北尾 章人/高橋 直樹/加藤 恒
➡ Answer  222（４）

循環器　Question 101～113  233（４）
　森下 健太郎/山崎 直仁/西 淳一郎/西崎 公貴/ 

奥村 貴裕/渡邉 将央/泉家 康宏/鈴木 崇文・ 
志水 太郎

➡ Answer  249（４）
神経　Question 114～133  263（４）
　大石 真莉子/神谷 雄己/竹川 英宏・津久井 大介・

五十嵐 晴紀/佐藤 健朗・井口 保之/山口 啓二/ 
武田 景敏/菊井 祥二/星山 栄成/国分 則人/ 
北﨑 佑樹・井川 正道/吉村 元

➡ Answer  284（４）
総合内科・救急　Question 134～143  305（４）
　柏木 秀行/加藤 秀隆・植西 憲達/鶴田 良介/ 

石丸 裕康/国枝 武重/冨永 聡・岩田 充永
➡ Answer  316（４）
〈一般問題〉
Question 1～68  327（４）
　永井 英明/中島 啓/皿谷 健/長門 直/浅井 信博・

三鴨 廣繁/羽田野 義郎/落合 佑典/二村 恭子/ 
田巻 弘道/髙梨 敏史・金子 祐子/白井悠一郎・ 
桑名 正隆/中西 研輔・金城 光代/矢島 隆宏/ 
鈴木 淳司/鈴木 みなみ/大町 侑香・福岡 秀規/ 
宮田 崇・有馬 寛/向笠 浩司/田辺 晶代/沖 隆/ 
田上 哲也/赤司 朋之/五島 大祐/竹内 靖博/ 
藤原 和哉/出口 隆造/三原 弘/梶原 祐策/ 
福島 範子/万波 智彦/丸山 昭洋・野々垣 浩二/ 
牛島 洋子・石川 裕一/横山 泰久/高橋 直樹/ 
藤島 直仁/北尾 章人/泉家 康宏/森下 健太郎/ 
奥村 貴裕/渡邉 将央/西 淳一郎/佐藤 健朗・ 
井口 保之/竹川 英宏・津久井 大介・五十嵐 晴紀/ 
山口 啓二/神谷 雄己/北﨑 佑樹・井川 正道/ 
吉村 元/柏木 秀行/丹羽 成彦・植西 憲達/ 
石丸 裕康

➡ Answer  345（４）
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